



内 藤 忠 雄
作物を分子遺伝学的に攻究す るこ とを主眼 としてお り,次 の4点 に まとめ られ よう。
1)高 等植物の遺伝 子発現に関す る研究:メ ロン子葉組織 を培養 して90%～100%もの発根率
が得 られ る培地 を作成 した。 この培地 に1ppmBAの み を添加す るだけ で,全 く発根せず,カ
ルス組織 のみが増 殖す る培 養系を確立 させた。 この2つ の実験 系,す なわちカルス区(+BA)
と発根区(-BA)で7日 間培 養 した メPtン子葉組織片か らRNAを 抽出 し,ポ リア クリルア ミ
ド電 気泳動 法に よ りRNAを 分画 した ところ,発 根区 とカルス区 とでは,そ のtRNAの分子種
に差 異が認め られ た。現在,ク ロマチ ンレベルでの差異 とを結びつけるべ く実験継続中である。
2)加 令種子に関す る研究:加 令種 子は一'般に染色体異常や突然変異率が増 加す る一方,発
芽不 良や発芽遅延の現 象が知 られて いる。 オオムギを材料 として この原因が種子胚の核内DNA
ポ リメラーゼ活性の低下 と,1本 鎖DNAの 切断数の増加 であ ることを証明 した。 さらに,現 在
では,発 芽そのものが,DNA鎖 切断がTriggerとなる ことを示唆するデータを得ている。
3)高 等植物 の組織 内におけ る細胞間 競争に関す る研究:フ ク リンチ トセ ランは葉の縁 に葉
緑体が少な くな った黄 色の覆輪 を もつ観葉植物で,近 年では室内の煙害(タ バ コ)を 浄化す るこ
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とで知 られ る ようにな った。葉挿 に よ り容易に1個 体 となるが,1個 体 となったものはすべて黄
色の覆輪 のな くな った緑色葉 を もつ ものぽか りとなる。 これは萌芽の原基がすべて葉の緑色部か
ら出芽するか らである。葉挿用 の葉片の切 口に熱処理や放射線照射 をす ると黄色部か らも萌芽が
生 じ黄色葉 の個体が生 じて くる。黄色部や緑色部の組織片を培養する とそれ ぞれ単独に細胞分裂
をおこない増殖 して くる。 この ことは組織 内で分裂に関 して細胞 間競争 が存在す ると考 え られ
る。現在,細 胞内器官 レベルでの調査を継続中である。
4)植 物 の生態遺伝学的研究:各 地 に栽培又は 自生 しているサ ソセベ リア(関 東,小 笠原,
石垣 島,沖 縄)の 組織片 を培養す ると,同 じサ ンセベ リアであ りなが ら,培 地の栄養要求性が異
ってい ることが分 った。すなわ ち,関 東 と小笠原産 の もの と石垣島 と沖縄産の2つ のタイプ(別
の生態型にな っていると考え られ る)に 分け られ るのである。そ こで当然,DNAレ ベルでの差
異を見い出すべ く攻究中である。
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